



































































































































































































































































察知した将軍義満の指示を受けた佐々木高詮により討ち取られた。 だが、 その具体的様子については語られていない。 「五条高倉」に潜伏していたこと、 「白子」も一所に討たれたことは歴史資料（先引の二つの公家日記）
からも確認できるので、作者もある程度











































冬公記』 にもほぼ同内容が伝えられているので、 史実 見て良い。
〔　　〕15
さすがに情報収集しただけあって、 『荒暦』の記事は詳細である。「播磨守被誅、以長刀自両方差合之間是又不及相戦、即刎首了」という満幸が討ち取られる様は生々しく、ここだけ見れば『明徳記』 以上に軍記のようだ。ちなみに 『実冬公記』 は、 「但為朝敵間、天
惘［綱］
定帳歟」 としつつも、 「偏如平治義朝為家人被誅」 と記し、 「匹
夫」の手にかかった満幸を哀れんでいる。
　さて、注目すべきは④である。この時、義満は不在であったと






められている状況下にあって、義満にわざわざ報告して指図を受けたと考えるよりも、やはり『荒暦 記事と同様 討ち取った後に義満に報告したと考えるのが自然だろう。そうだとすると、やはり『明徳記』は指導者とし 義満像を創出しよ としていることになる。
　もちろん、初稿本の段階から自ら先頭に立つ人物として義満は

































































▼▲部分が書陵部本にはないなど多少の異同はあるものの、管見に入った限り、古活字 以下の版本を含む初稿本にも傍線部は存在する。だが、ここで注意しておきたいのは、陽明文庫本にのみゴシック部分が加えられており、義満の存在が軍勢に力を与えたことが強調された文章となっ いることである。将 声が軍勢の士気を高めたという独自記事が加えられているのだ。
　これを踏まえると、満幸討伐の場面にも右のような作者の志向































































































































































の義満の涙の意味はゴシック部分と切り離して考えら るものではあるまい。氏清を哀 んでいるのは、逃げることのできない天罰を受けたこと 対する同情によ も であろう。だからこそ、語り手は「氏清もきっと草葉の陰で恥じていら しゃ ろう」と推測
（傍線部）
しているのである。純粋に将軍に嘆いてもらっ









という義満の気持ちと通じるように思われる。そして、この同情の気持ちは、やはり満幸にも向けられていたに違いない。確かに四条 道場で葬儀を執 行うように指示をし、他の軍記でもしばしば見られるよ に人々が涙している
がＪ
、義満に刃向かい滅んだ





























花は満開となった 　その木陰にはまだ雪が消えずに残っていたが 　その木陰にさえも 　とうとう かない春風が吹いたよ
　山名氏が天罰を蒙り滅亡したと語るのが『明徳記』であり、満






























































のである。 『小林』からもそのような中世の合戦をめぐる雰囲気が感じられ、あるいは、軍記作者はこ いった所からも取材していたのではないかと想像される。そして、看過できないのが傍線③である。前述してきたとおりの『明徳記』の性格からすれば、『小林』と『明徳記』の違いは多言を要すまい。どうやら、 「末代記録」という『明徳記』作者の趣旨 『小林』の作者には理解されていなかったようだ。そ 詞章から察するに、この 「末代記録」 を変形した作品も、ゴゼの謡う声などを通じて人々に情報として受け入れられていったこともあったのだろう。彰考館本『小林』の傍線②の部分には「うたひに作りうたふ事其人〳〵の善悪をしらしめんと をしへなり」という聊か異なった詞章が認められる。
　以上をまとめておこう。 「末代記録」
（後世に残すための歴史資料）











注（１） 　拙稿「 『難太平記』研究史の検証─『太平記』作者「恵珍」 「玄恵」
説をめぐって─」 （ 「古典遺産」第五十七号、二〇〇七年十二月） 、同「今川了俊のいう『太平記』の「作者」─『難太平記』の構成・思想の検討を通し 日本文学 巻第三号、二〇〇八年三月） 。
（２） 　鈴木登美惠氏「 「太平記」と功名譚─「赤松世系覚書」をめぐっ
て─」 （ 「国文」四十九号、一九七八年七月） 。
（３） 　『ＺＥＡＭＩ─中世の芸術と文化
04』 （森話社、二〇〇七年六月）
は「足利義満の時代」を特集しており、義満研究の最新の動向を示している。そこでは 「足利義満の文化戦略 が解かれているが、 『明徳記』もそのような時代環境 中に置けるのではなかろうか。
（４） 　桜井英治氏『室町人の精神』 （講談社、二〇〇一年十月） 、山田邦
明氏『室町の平和』 （吉川弘文館、二〇〇九年十月） 。
（５） 　冨倉氏の論考は次の三本に収められているが、基本的に大きな変
化はない。 「明徳記考─近衛家蔵明徳記に就て─」 （ 「国語・国文」第十一巻第二号、一九四一年二月） ・ 『明徳記』 （岩波文庫 一九四一年十二月） ・ 平治物語・明徳記』 文閣出版、一九七七年六月） 。
（６） 　長谷川端氏「 『明徳記』一、二類本のあいだ」 （和漢比較文学会編
『中世文学と漢文学Ⅱ』一九八七年十月） 、望月満夫氏「明徳記と守護大名」 （ 「やごと文華」第四号、 九八八年三月）など。




（８） 　「末代」は「のちの時代」 後世」 意味と考える。義満を絶賛す
る作者が、形式的なものであっ も、義満の時代を末法 世の意味での「世の末」と表現するとは考えにく からである。
（９） 　括弧内の説明は、以下の書からの引用。 国史大辞典』 吉川弘文
館） 「進止」 、 『古文書古記録語辞典』 （東京堂出版） 「入門」 。
（
10） 　注 （５） ・ （７） 論文など。
（
11） 　注 （６） の二論文など。
（
12） 　注 （４） 桜井氏著書三八─三九頁。
〔　　〕20
（
13） 　書陵部本は初稿本の代表的伝本と目されているが、彰考館蔵「新撰明徳記」 ・内閣文庫蔵二冊本の特徴とされる記事も持っているので（ 『明徳記校本と基礎的研究』一九七頁） 、注意を要する。
（







16） 　注 （７） 論文で弓削氏は、 明徳記』の記事から明徳三年中に成立していたと考えているが、これは筆者 推論とも一致する。
（
17） 　杉本圭三郎氏 「 『明徳記』 の位置」 （ 『軍記物語の世界』 名著刊行会、一九八五年。初出は一九六六年十一月） 、砂川博氏「明徳記と時衆」（ 『軍記物語の研究』桜楓社、一九九〇年。初出は一九八七年六月） 、注 （
14） 『明徳記 　校本と基礎的研究』三〇九頁。
（











和田英道氏『明徳記 　校本と基礎的研究』に触れて─」 （ 「北九州大学文学部紀要」第四十五号、一九九一年十月）で和歌Ｂについて論じ、後者の論文では、和歌Ｂの「意趣は名残雪のような満開の桜の
下春風が空しく吹き抜けるだけだ」と、筆者とは異なる和歌解釈をしている。また、桜に民俗学的な意味を認めている。
（
23） 　竹本幹夫氏「能作者宮増の作品と作風（上） 」 （ 「能楽研究」第二十六号、 二〇〇二年三月） 。 伊海孝充氏 「能における長刀の 「風流性」─長刀と多武峰様具足能との関係を基点に─」 （ 「能楽研究」第三十一号、二〇〇七年七月）など。
（
24） 　小林健二氏「謡曲「小林」考」 （ 『中世劇文学の研究─能と幸若舞曲─』三弥井書店、二〇〇一年。初出は一九八四年三月） 。
（
25） 　加地宏江氏校注 『源威集』 （平凡社、 一九九六年十二月） 二七一頁。
（
26） 　高橋秀城氏「東京大学史料編纂所蔵『連々令稽古双紙以下之事』をめぐって─室町末期真言僧侶の素養を探る─」 （ 「仏教文学 第三十一号、二〇〇七年 月） 。
（







陽明文庫本『明徳記』 （ 『平治物語・明徳記』 ） 。書陵部本『明徳記』 （ 『明徳記 　校本と基礎的研究』 ） 。 「三刀屋文書」 （東京大学史料編纂所デジタル画像。なお、 南北朝遺文
中国四国
編第六巻』を参照した） 。 「肥後佐方文書」
（ 『南北朝遺文九州編第六巻』 ） 。 『春日若宮拝殿方諸日記』 （ 『日本庶民文化史料集成第二巻』 ） 。 『荒暦 大日本史料） 。 『実冬公記』 （大日本古記録） 。 『小林』 （松井文庫蔵一番綴本は野上記念法政大学能楽研究所所蔵の紙焼き写真。彰考館本は岩波文庫 『明徳記』 所収の翻刻） 。 『看聞御記』（続群書類従） 。
　なお、引用に際しては、文字を通行字体に改め濁点や句読点を付すな
ど、読みやすくするために一部私に改めたところがある。
